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発火温度

1. 緒 言

発火温度は物質の発火危険性の程度を温度であらわ

す特性値で，火災および爆発の予防上重要な数値であ

るが，可燃性物質全般についてはデータがまだ不備で

あり，現状では適切な予測方法もないので，今後も実

測に頼らざるをえないと考えられる。しかも，発火温

度は測定法による影響が一般に大きいので，測定結果

をあらわすのに，測定方法，発火のおこる最低温度，

温度と発火おくれ時間の関係などを明示する必要があ

るが，このような記録例は比較的少ない。

上記の現状から，著者は発火温度データの補充およ

び整備の必要性を感じ，さらにはその推算法を探求す

るため，数年来基礎的物質についてその測定を行なっ

てきた。そして，すでに測定物質の数は 200を越え，

その結果の検討により，物質の分子構造と発火湿度の

関係などがほぽ把握でき，さらに発火温度の予測もあ

る程度できるようになった。これらの検討結果は別に

報告するとして，まず発火混度の測定結果だけをまと

めて報告することにし，さきの第 1集5)につぐ第2集

として，ここに 100物質についての主要データを記載

した。

2. 測定方法

デ

測定装置，測定操作およびデータのとり方，測定結

果の表示方法については第 1集5)に詳述してあるので

参照されたい。したがって，ここでは測定方法を簡単

に述べるにとどめる。

測定装置は Zabetakisら1)が考案し，のちに ASTM

D 2155-63 T (1963)にとり入れられた装置， および

.Scottら2)の装置の両者を参考とし， これに著者の経

＊化学研究部

"*図 2は第 1集5)の図 2**と璽複するが，ここに再度載せた。

夕 （第2集）

柳 生 昭

験にもとづく若干の知見を加えて製作したものを使用

した。図 2**に電気炉部分の詳細を示す。測定容器は

200ml容量（実容積約 250ml)のテレックスガラス

製三角フラスコで，このフラスコ底部に密着させたア

ルメルクロメル熱電対の指示温度を測定時の基準温度

とする。湿度計はおもに l0°C目盛の指示計を用いた

が，一部にディジタル計も使用した。

測定するには，一定湿度に加熱したフラスコ中に注

射筒で一定量の試料を注入して，発火の有無を肉眼で

観察する。発火する場合には発火おくれ時間をストッ

プウォッチで計測する。フラスコ温度を変化させて，

この操作を繰り返し，ある一定の試料量における発火

の有無の限界温度を求める。つぎに試料量を変えて同

様に行ない，試料量と発火限界温度の関係をグラフ上

に求める。このうちの最低の限界温度をその試料の最

低発火温度と定める。この最低発火温度は湿度，試料

量，発火おくれ時間の三つの数値で示される。

図2 電気炉および測定容器 、必

::::* 

つぎに，この最低発火温度を与える試料量により，

フラスコ温度を逐次上昇させて， 発火おくれ時間が

1. 0secに達する温度（これを瞬間発火温度という）ま

での温度範囲において，湿度と発火おくれ時間の関係

をグラフ上に求める。
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3. 測定結果

ギ酸〔HCOOH〕

試料：和光純薬，試薬特級 99%

測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火湿度 (510℃, 0. 2ml, 3. 0sec) 

瞬間発火湿度 (605°C)

その他のデークは図 105*~こ示す。
4) 従来の発火点デーク： 520℃ si, 60loC4l 
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図 105 ギ酸の発火温度

酢酸〔C均COOR〕

試料：和光純薬，試薬特級
測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火湿度 (480℃, 0.175ml, 11sec) 

瞬問発火温度 (620℃)

その他のデークほ図 106に示す。
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この物質の測定では，試料菫が 0.15ml以上で，混度が 550

oc付近以下の場合，火炎の色がきわめてうすく，かつ爆音も
伴わないので， 暗所における観察でも発火の有無の判定が困
難であった。そこで， この条件下の発火の有無の判定は， フ
ラスコ上部にそう入した熱電対（線径 0.3mmの AC) の出

カの時間的変化を求め，その記録により行なった。
図107にそのチャートで発火の有無を比較した例を示す。

フラスコヘの試料注入により， はじめ出力は急低下するが，
これは徐々に回復する。つぎに， あるおくれ時間ののちに発
火すれば， このとき出力は急上昇する。発火しなければ， こ
のような急激な出力上昇があらわれないので， このチャート
から発火の有無が判断され， また発火おくれ時間も同時に求
められる。
つぎに， 550°C付近以上では肉眼による火炎観察が容易に

なり， このとき肉眼観察で求めたおくれ時間とチャートから
求めたおくれ時間はよく一致した。なお，試料量が少ない場
合 (0.05~0. lml)には，発火限界温度付近からの肉眼観察

が一般に容易である。
4) 従来の発火点データ： 485℃ 3', 427℃ 4) 
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図 107 熱電対出カチャートによる発火の有無の比較

プロピオン酸〔C2恥COOR〕

試料：和光純薬，和光特級
測定条件：大気圧の空気中
測定データ：最低発火温度 (440°C, 0. 15ml, 36sec) 

瞬間発火温度 (585°C)

その他のデークは図 108に示す。
4) 従来の発火点データ：なし
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図108 プロビオン酸の発火温度

図 106 酢酸の発火温度

＊図 1~図104は第 1集町こ載せてある。
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3• 104 n—酪酸〔Ca比COOH〕

1) 試料：和光純薬，和光特級

2) 測定条件：大気圧の空気中
3) 測定データ：最低発火湿度 (445°C, 0.125ml, 32sec) 

瞬間発火温度 (590℃)

その他のデークは図 109に示す。
4) 従来の発火点データ： 440℃ 3l, 452°0) 
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図 109 n—酪酸の発火温度

3,105 イソ酪酸 [(CH心2CHCOOHJ

1) 試料：和光純薬，和光特級

2) 測定条件：大気圧の空気中
3) 測定データ：最低発火湿度 (460°C, 0.125ml, 17sec) 

瞬間発火温度 (580℃)

その他のデークは図 110に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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図 110 イソ酪酸の発火温度

3• 106 n—吉草酸 [C4H9COOH〕

1) 試料：和光純薬，和光特級；東京化成，試薬 EP

2) 測定条件：大気圧の空気中
3) 測定デーク：最低発火温度 (390°C,0.125ml, 20sec) 

瞬間発火温度 (570°C)

その他のデークは図 111に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 111 か吉草酸の発火温度

3• 107 イソ吉草酸〔(CH3)2CHC恥COOR〕

1) 試料：和光純薬，和光特級；東京化成，試薬 EP

2) 測定条件：大気圧の空気中
3) 測定デーク：最低発火温度 (425°C, 0.1ml, 28sec) 

瞬間発火温度 (570°C)

その他のデータほ図 112に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 112 イソ吉草酸の発火温度
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ピバリン酸〔(CH山CCOOH〕

1) 試料：東京化成，試薬 GR

2) 測定条件：大気圧の空気中

試料温度を 40°c付近に保ち，注射針は使用せず。
3) 測定データ：最低発火濫度 (450°C, 0.1ml, 75sec) 

瞬間発火湿度 (590°C)

その他のデータは図 113に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし

3・108 

1.10 
,‘ヽ
，ヽ

J

Jソも，＇ノ
一ヽ

ー

.x,）
 

ア
ゾo

x

 

r
¥
 

•• 

-
支＿

•• 
H

巴"] 
.‘‘轟，ヽJ.-

も一51
 

I
-
9
1
 

ゞ

ロ舜
＿
・
L-．̀ 

ロ

t
 

5
-
1
-．
． 

□

-

゜゚
6
 

I 1.20 
← , 550 
ゃ
'-' 

述

0

0

0

 

7

6

5

 

4

4

4

 

[
3
。

]

述

。§

゜ ゜。。 8/双

恣 oo o/努 X

x 令、奇令 X X 

X X X 

慈 440

1.25 0.05 0.1 0.15 

試料麓 [ml]

褪
500 I 1.30 

．
 
・̀
 

・1,35 

[
7
x
。]
c
O
I
X
Jい

I
I
I

450「――
1.40 

． 
--・-・ 一—··-· ・・--→ --------・-・-------------------・・盲----------•最低発火温度

RIIS-TN-75-7 

ー 2
 

3 4 5 6 8 10 20 40 60 100 

発火おくれ時間 [sec]

ビバリン酸の発火温度図 113

nーカプロン酸〔C5H11COOH〕

試料：東京化成，試薬 EP;和光純薬，試薬 1級
測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火湿度 (330℃, 0. 075ml, 5sec) 

瞬間発火温度 (520°C)

その他のデークしま図 114に示す。
4) 従来の発火点デーク： 380℃ 3) 
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試料：東京化成，試薬 EP
測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火温度 (390°C, 0. 075ml, 9sac) 

瞬間発火湿度 (560°C)

その他のデータしま図 115に示す。

4) 従来の発火点データ：なし

3,110 

~500 
0 11.30 
'゚' 

述

D
幻
的
ア

1.25↓ 
,. 瞬間発火温度 390

380 
← ~370 
U 
~360 

迦
350 
340 

漣 330
320 
310 0--:-0-5 0.1 0.15 

試料量 [ml]

{o発火
x不発火

゜ ゜゜＇゜0 X 

:。゚ x

虐：
X 

゜゚
ー

゜
8
 

ー

60

度

m

4

0

c

J

温

5

,

0

e

火

3

S

、

［

発

7
 

n

~

0

 

°

盃

8
.
2
間

の

□

〗
〔
・
ロ

]
2ニ

1.20瞬間発火温度 430 
550 卜:--t~---------------µ420

’’ 

述
410 

400 

嗅 390

[
7
x。]
c

O

I

X

U

I

ト

―
5

0

 

3

A

 -
1
 ゚

5
 

4
 嗅

3 -111 

1.45 

x

x

x

x

x

 

0

0

双

x
x
x
x
ぷ

火
火
。
ロ
ロ
紺
芍
：

allo・ 

発

発

不

0

0

0
 
0
0
 8

0

 

o
o
x
 

o

x

 
｛
 

380 ， 
0.05 0.1 0.15 

試料量 [ml]

試科最 0.075ml

ー

図 115

2 3 4 5 6 810 20 40 60 100 
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2ーエチル n-酪酸の発火温度

320 
ー

n—ヘプチル酸〔CoH13COOHJ

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火湿度 (275℃, 0.075ml, 11sec) 

瞬間発火温度 (405°C)

その他のデークは図 116に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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図 116 忙ヘプチル酸の発火温度



-7-

3• 112 nーカプリル酸〔C7H15COOH〕

1) 試料：和光純薬，アミノ酸自動分析用

2) 測定条件：大気圧の空気中
3) 測定デーク：最低発火湿度 (245°C,0.1ml, 28sec) 

瞬間発火温度 (360℃)

その他のデークは図 117に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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図 117nーカプリル酸の発火温度

3°113 nーカプリン酸〔C9恥，COOH〕

1) 試料：和光純薬，試薬 1級

2) 測定条件：大気圧の空気中

この物質は室温で固体のため，試料を 40℃付近に保ち液と

して使用した。
3) 測定デーク：最低発火湿度 (230°C,0.175ml, 54sec) 

瞬間発火温度 (330℃)

その他のデータは図 118に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし

350 {o発火
x不発火

由と雙凹＿懇突温度
• 250 

発火温度データ（第 2集）

3°114 ラウリン酸〔C11H23COOH〕

1) 試料：和光純薬，和光 1級

2) 測定条件：大気圧の空気中

試料は粉末として使用した。
3) 測定デーク：最低発火湿度 (230°c,約 0.15g,60sec) 

瞬間発火温度 (315°C)

その他のデークは図 119に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 118nーカプリン酸の発火温度
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図 119 ラウリン酸の発火温度

3, 115 ミリスチン酸〔C13H27COOH〕

1) 試料：和光純薬，和光特級

2) 測定条件：大気圧の空気中

試料は粉末として使用した。

3) 測定デーク：最低発火湿度 c2ss0c,約：0. 2!g, 45sec) 

瞬間発火温度 (315℃)
その他のデークは図 120に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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パルミチン酸〔C15H31COOH〕

1) 試料：和光純薬，試薬

2) 測定条件：大気圧の空気中

試料は粉末として使用した。
3) 測定デーク：最低発火湿度 (240°C,約 0.2g, 16sec) 

瞬間発火湿度 (320℃)

その他のデータは図 121に示す。

この物質は図に見られるように， 240~275°C の間で2種の

発火おくれ時間があらわれる特異な形態である。 この傾向は

さきのミリスチ‘ノ酸でも一部にみられた。

また， 270~310°C の間では，どの試料量でも発火しない場

合が多い。

4) 従来の発火点デーク：なし
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n—酪酸メチル〔Cs比COOCH3〕

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火湿度 (455℃, 0.125ml, 24sec) 

瞬間発火温度 (600℃)

その他のデークしま図 123に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 121パルミチン酸の発火温度

発火おくれ時間

ステアリン酸〔C17H35COOH〕

1) 試料：米山薬品，試薬 EP

2) 測定条件：大気圧の空気中

試料は粉末として使用した。
3) 測定データ：最低発火湿度 (245°c, 約 0.2g, 55sec) 

瞬間発火温度 (320℃)

その他のデークは図 122に示す。

この物質は図に見られるように， 270℃付近で発火おくれ時
間が 12secから 2secに不連続に変化する。また， 270~310℃

の間では，どの試料蘊でもほとんどの場合発火しない。
4) 従来の発火点データ： 395℃ 3), 395°C4l 
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n—酪酸エチル〔Ca比COOC2出〕

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火湿度 (440℃,0.1ml, 15sec) 

瞬間発火湿度 (600℃)

その他のデークは図 124に示す。
4) 従来の発火点デーク： 460℃ 3l, 463℃ 4) 
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図 123 nー酪酸メチルの発火温度
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発火温度データ （第 2集）

，
 

n-酪酸 nープロピル〔Ca恥COOC3比〕

試料：和光純薬，和光特級
測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火湿度 (420°C,0.1ml, 9sec) 

瞬問発火湿度 (585℃)

その他のデークは図 125に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 125 n—酪酸 n-プロビルの発火湿度

n-酪酸イソプロピル〔Ca比COOCH(CH3)五

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中

測定データ：最低発火温度 (435℃, 0. 1 ml, 12 sec) 
瞬間発火温度 (605°C)

その他のデークは図 126に示す。

4) 従来の発火点データ：なし

3,121 

D
の
の

n—酪酸 n—プチル〔Ca比COOC4H9〕

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火湿度 (350℃, 0.15ml, 3. 0sec) 

瞬間発火温度 (525°C)
その他のデークは図 127に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 127 n—酪酸 nーブチルの発火温度

n—酪酸イソアミル
[Ca比COO(CH山CH(CH8)五

試料：和光純薬，試薬

測定条件：大気圧の空気中

測定データ：最低発火温度 (335°C,0.1ml, 4.0sec) 

瞬間発火温度 (520°C)
その他のデークしま図 128に示す。
4) 従来の発火点デーク：なし
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n—酪酸 n-ヘキシル〔Cs比COOC直13〕

試料：和光純薬，和光 1級
測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火温度 (255℃, 0. 075ml, 16sec) 
瞬間発火温度 (380°C)

その他のデークは図 129に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 129 n-酪酸 n—ヘキシルの発火温度
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nー酪酸 n—オクチル〔Cs比COOC8I和〕

試料：和光純薬，和光 1級
測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (230℃, 0.1ml, 55sec) 

瞬間発火温度 (320℃)

その他のデータは図 130に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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イソ酪酸メチル〔(CH3)2CHCOOC恥〕

試料：和光純薬，和光 1級
測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火温度 (450°C,0.15ml, 30sec) 
瞬間発火温度 (585°C)

その他のデータしま図 131に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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図 131 イソ酪酸メチルの発火温度

イソ酪酸エチル〔(CH3)2CHCOOC2凡〕

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中
測定データ：最低発火温度 (440°C,0.125ml, 25sec), 

瞬間発火湿度 (590℃)
その他のデータは図 132に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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イソ酪酸イソプロピル

〔(CH3)2CHCOOCH (CH3) 2〕

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火湿度 (465℃, 0.075ml, 16sec) 

瞬間発火温度 (590℃)
その他のデークは図 133に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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図 133 イソ酪酸イソプロビルの発火温度

イソ酪酸イソアミル

〔(CH3)2CHCOO (CH2) 2CH (CH3) 2〕

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (390°C,0. 15ml, 3. 0sec) 

瞬間発火湿度 (540°C)
その他のデークは図 134に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 134 イソ酪酸イソアミルの発火温度

n—吉草酸メチル〔C4H9COOC恥〕

試料：和光純薬，和光特級；東京化成，試薬 GR
測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火温度 (420°C,0. 1 ml, 10 sec) 

瞬間発火温度 (575℃)
その他のデークは図 135に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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n—吉草酸エチル〔C4H9COOC2恥〕

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (395°C,0. 1 ml, 2. 8 sec) 

瞬間発火温度 (535℃)
その他のデータは図 136に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 135
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3• 132 n—吉草酸 n-7゜ロピル〔C4H9COOC3恥〕

試料：和光純薬，和光特級
測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火温度 (370℃, 0.1ml, 2. 4sec) 
瞬間発火温度 (485℃)

その他のデークは図 137に示す。

-4) 従来の発火点デーク：なし
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n—吉草酸 nーブロビルの発火温度

RIIS-TN-75-7 

イソ吉草酸イソアミル

〔(CH3)2CHCH2COO(CH2)2CH(CH3)2〕
試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中
測定データ：最低発火温度 (310℃, 0. 075ml, 8sec) 

瞬間発火温度 (500°C)
その他のデークは図 139に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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イソ吉草酸エチル

〔(CH3)2CHCH2COOC2H5〕

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火湿度 (420°C,0.1ml, 6sec) 
瞬間発火温度 (590℃)

その他のデークは囮 138に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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図 138 イソ吉草酸ニチルの発火温度

図 139イソ吉草酸イツアミルの発火温度

イソ吉草酸 nーオクチル

〔(CH山CHCH2COOC直m〕
試料：和光純薬，和光 1級
測定条件：大気圧の空気中

測定データ：最低発火温度 (235°C,0. 1 ml, 95 sec) 
瞬間発火温度 (335°C)

その他のデークは図 140に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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3 -136 
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nーカプロン酸メチル〔C5H11COOCHs〕

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (255°C,0. 075ml, 28sec) 

瞬間発火温度 (480°C)

その他のデータは図 141に示す。

4) 従来の発火点データ：なし

ー

5
 

五

l

]

m

 

.
I
 

m

5

 

。閏
詞
唸

言ご三ミー疇

1
几

費

｀

[

U

o

.

、

一

幻

ヽ

A

-

発

．
9t̀
.. 

,
 
．．
 、

0

[

t

,

X

。]

c

O

I

X
』
[

I

-

畔

柾

譴

謎

随

絲

加

乃

綺

竺

禽

節

一

ー

h

l

-

1

ー：
l
-ー

1
-
l
;
1
1
-
＿
1

1

o

o

o

o

o

f

 

0

0

5

0

5

 

5

3

3

2

 

[
 :).] 

}JI 

W
 

4
 

Io発 火
じ不発火

D
幻
め

nーカプロン酸 nープチル〔C6H11COOC4H9〕

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中
測定データ：最低発火湿度 (240°C,0. 075ml, 25sec) 

瞬間発火温度 (345°C)
その他のデークは図 143に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 141 ”ーカプロン酸メチルの発火温度
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図 143 nーカプロン酸 nープチルの発火温度

nーカプロン酸エチル〔C5H11COOC2出〕

試料：和光純薬，和光 1級
測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (255°C,0. 075ml, 8sec) 

瞬間発火温度 (400°C)
その他のデークは図 142に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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nーカプロン酸エチルの発火温度

3• 139 n—ヘプチル酸メチル〔C6H13COOCH3〕
1) 試料：東京化成，試薬 EP

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定データ：最低発火温度 (245°C,0. 075ml, 40sec) 

瞬間発火温度 (375℃)

その他のデークは図 144に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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n—ヘプチル酸エチル〔C6H13COOC2出〕

試料：和光純薬，和光 1級
測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火温度 (250℃, 0.05ml, 6sec) 

瞬間発火温度 (340℃)
その他のデークは図 145に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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n—ヘプチル酸ニチルの発火温度

nーカプリル酸エチル〔C7H15COOC2恥〕

試料：和光純薬，和光1級
測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (235℃, 0. 075 ml, 9 sec) 

瞬問発火湿度 (315℃)

その他のデークは図 146に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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nーカプリル酸 n—プチル〔C7H15COOC4H9〕

試料：和光純薬，和光特級
測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (230°C,0. 125 ml, 26 sec) 

瞬問発火湿度 (310°C)
その他のデークは図 14Hこ示す。
4) 従来の発火点データ：なし

D
のの、

3°142 

Jo発火
い不発火

[
3
。

[
t
,
x
.
]
c
O
I
X

↑[
I
 

―

ト

5

0

5

 9

9

 

．

．

 

s
 

l

l

l

 

—— 

゜
5
 

2
 

叙
一
哩

5
 

。

「

臨

ー
2

-

一度

•• O
O
l
.
 

o
x
x
 

t

X

5

m

ー

一

温

ー

↓

1

0
 O

・

l

 x
 

1
 :

 D:Sl 

n

―火

5

、
発

゜
2

、-

0
9
0
0

双

，

x

ー
料

0
0
.
x
x

式

ー

、

l

低

.

.

 

-

E

取

0
 

⑮

E

直

y

i
 

/
入
」
.
＼
”
、
¥．． 

~r:-00 
．

＿

・

・

一

・

ー

1

1

2

_r ゜
・_． ','̀ 3

 

220 _,I,,., 1 1 I,•·' 

2 3 4 5 6 810 20 30 40 GO 80 

発火おくれ時間 [sec]

図 147 nーカプリル酸加ブチルの発火温度

nーカプリル酸イソプチル

〔C7H16COOCH2CH(CH8) 2〕

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (240℃, 0. 075ml, 30sec) 

瞬間発火温度 (330℃)

その他のデークは図 148に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 148 nーカプリル酸イソプチルの発火温度
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n—カプリン酸エチル〔C9H19COOC2凡〕

試料：和光純薬，和光 1級
測定条件：大気圧の空気中

測定データ：最低発火温度 (220°C,0. 075ml, 31 sec) 

瞬間発火温度 (295℃)
その他のデークしま図 149に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし

3 -144 

D
のの、

1.70 火

火発
発
不

o
x
 

~
 

[a] ロ。[

発
一

間
一

瞬
し上75-L-

＇ト

゜゚
3
 

一度蘊

ー

＜
 

m
 

｝
 

•' 

5
 

●
4

発

7
 ゜

a

へ
＿
氏

i如

A
 ．
 

最料

ヽ
試

ヽ

．

一
.
-

て‘ヽ
・
●

ヽ

●

―

＼

一

¥

．

-

.

¥

．

-

●、
＼
 

．．． ト
下

5
 

le, 

。.
-

.

 

oc 1

2

 

゜
ー2
 

1.85 

[
[
9
〗
。
]
C
O
I
X
4
[
I

I

-

L

 

0

0

 

0
~
 

5
 

9

9

 

1

1

2

 

一

゜
-
3
 

c
ム

述
褪
．

漣
250 I 1.90 

ー

図149n-カプリン酸エチルの発火温度

nーカプリン酸 nーテシル〔C9H19COOC10H21〕

1) 試料：東京化成，試薬 EP

2) 測定条件：大気圧の空気中

試料湿度を 40℃付近に保ち，注射針は使用せず。

3) 測定データ：最低発火温度 (240°C,0. 1 ml, 13 sec) 

瞬間発火温度 (285℃)

その他のデークは図 151に示す。

図に見られるように，この物質は 240~260°Cの間で2種の

発火おくれ時間があらわれる特異な形態で， さきのバルミチ
、ノ酸などと類似している。

4) 従来の発火点データ：なし
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nーカプリン酸 nープチル〔C9H19COOC4恥〕

1) 試料：和光純薬，和光1級

2) 測定条件：大気圧の空気中

3)1測定デーク：最低発火温度 (225°C,0.125ml, 47 sec) 

瞬間発火湿度 (290℃)

その他のデータは図 150に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし

3• 145 

1.70 

300ri.75 . 
長』発火温度-------------

゜
゜0 O 0 

゜ ゜゚
゜0•&'\, §、-:,澤—·-点

X~X 
X X~X 

X 

[a] 
[-'x。]
c

O

I

X

』
[

I

ー

一

ト

5

0

5

 

8

9

9

 

．

．

．

 

ー

h
ド

ー゜
5
 

2
 

漣

送

［。発火
x不発火

250 
'' 

゜
o 240 
'' 230 

迅 220
-= ;-;.;; 210 

200 
0.05 0.1 

試料量：

一度

ー

砿

m

勾

5

7

＿発一低

2
 

ー

．
 

a

□

最

祗

．

―

料

j

-

試

．

‘

．

-

¥
-
・
＼
-

．
 

¥

-
.

-

・
＼
—

＼

へ

、

一

●

l
 

＼

ヘ

―

w

.

-

-―
 

p, 
0

0

5

 

8

9

l

o

 

-
．
 

1

2

ート

2゜
2
 

2
 

0.15 
[ml] 

2 3 4 5 6 810 20 3040 6080100 

発火おくれ時間 [sec] 

図 150 nーカプリン酸 nーブチルの発火温度

ー

nーカプリン酸 n—デシルの発火温度

ラウリン酸エチル〔C11H23COOC2恥〕

試料：和光純薬，和光 1級
測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火湿度 (220℃,0.125ml, 33sec) 

瞬間発火混度 (290°C)
その他のデークは図 152に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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3 -148 ラウリン酸 nーブチル〔C11H23COOC4恥〕

1) 試料：和光純薬，試薬

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定データ：最低発火湿度 (225°C, 0. 125ml, 48sec) 

瞬間発火湿度 (295°C)

その他のデークは図 153に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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図 153 ラウリン酸 n—プチルの発火温度

3• 150 ミリスチン酸メチル〔C13H27COOCH3]

1) 試料：和光純薬，和光 1級

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定データ：最低発火湿度 (225°C,0. 125ml, 90sec) 

瞬間発火温度 (300°C)

その他のデータは図 155に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 155 ミリスチン酸メチルの発火温度

3• 149 ラウリン酸イソアミル

〔C11H23COO(CH2) 2CH(CH3)五
1) 試料：和光純薬，和光特級

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定デーク：最低発火温度 (230°C, 0. 125ml, 45sec) 

瞬間発火温度 (300℃)

その他のデータは図 154に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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3°151 ミリスチン酸エチル〔C13H27COOC2比〕

1) 試料：和光純薬，和光 1級

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定デーク：最低発火湿度 (220°C,0.15ml, 25sec) 

瞬間発火温度 (285°C)

その他のデークは図 156に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 156 ミリスチン酸エチルの発火温度

図 154 ラウリン酸イソアミルの発火温度
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パルミチン酸メチル〔C15H31COOC恥〕

1) 試料：和光純薬，試薬

2) 測定条件：大気圧の空気中
試料湿度を 40°c付近に保って測定した。
3) 測定デーク：最低発火温度 (225°C, 0. 3ml, 95sec) 

瞬間発火湿度 (295℃)

その他のデークは図 157に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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パルミチン酸メチルの発火温度

3,153 

300rl.75 

パルミチン酸エチル〔C15H~1COOC2比〕

1) 試料：和光純薬，試薬

2) 測定条件：大気圧の空気中
試料湿度を 40°C付近に保って測定した。

3) 測定デーク：最低発火温度 (230℃,0. 3ml, 23sec) 

瞬間発火湿度 (280℃)
その他のデークは図158に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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ステアリン酸エチル〔C17H35COOC2比〕

1) 試料：和光純薬，試薬

2) 測定条件：大気圧の空気中

この物質は室湿で固体のため，試料温度を 50℃付近に保ち

液として使用した。
3) 測定デーク：最低発火温度 (230°C,0. 25ml, 45sec) 

瞬間発火温度 (285℃)
その他のデータしま図 159に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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ステアリン酸 nープチル〔C17H35COOC4H9J

1) 試料：和光純薬，試薬

2) 測定条件：大気圧の空気中

この物質は室温で固体のため，試料温度を 40℃付近に保ち
液として使用した。

3) 測定デーク：最低発火湿度 (240°C,0. 35ml, 55sec) 
瞬間発火温度 (285℃)

その他のデークは図160に示す。

4) 従来の発火点デーク： 350°C3>'355°C4> 

3• 155 
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図 16,~ ステアリン酸加プチルの発火温度
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エチレングリコール〔CH2(0H)CH20H〕

1) 試料：米山薬品，試薬 1級
2) 測定条件：大気圧の空気中

試料温度を 50°c付近に保ち，注射針は使用せず。

3) 測定デーク：最低発火温度 (420℃,0. 1ml, 25sec) 
瞬間発火温度 (555℃)

その他のデークは図 161に示す。

4) 従来の発火点デーク： 410℃ 3l, 412℃ 4) 

3 -156 ネオペンチルグリコール

〔CH2(OH) C (CH3) 2CH20H〕

1) 試料：日本瓦斯化学， 99.9%
2) 測定条件：大気圧の空気中

試料は粉末として使用した。

3) 測定デーク：最低発火湿度 (400℃，約 0.075g, 18sec) 
瞬間発火湿度 (545°C)

その他のデークは図 163に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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3. 157 

！ 
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発火おくれ時間 [sec]

エチレングリコールの発火温度

プロピレングリコール

〔CH8CH(OH)C恥OHJ

1) 試料：和光純薬，試薬 1級

2) 測定条件：大気圧の空気中

試料温度を so0c付近に保ち，注射針は使用せず。

3) 測定デーク：最低発火湿度 (415°C,0.1ml, 17sec) 
瞬間発火温度 (555°C)

その他のデークは図 162に示す。

4) 従来の発火点デーク： 420°C8', 421°C4' 
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3 -159 

ー 2 3 4 5 6 8 10 20 40 60 100 

発火おくれ時間 [sec] 

ネオペンチルグリコールの発火温度

グリセリン〔C出(OH)CH(OH)C出OH〕

1) 試料：利根化学，試薬 1級
2) 測定条件：大気圧の空気中

試料湿度を 50℃付近に保ち，注射針は使用せず。

3) 測定デーク：最低発火温度 (405°C,0.075ml, 17sec) 

瞬間発火温度 (530℃)

その他のデークしま図 164に示す。

4) 従来の発火点デーク： 400°C3''393°C4' 
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プロビVングリコールの発火温度 図 164

3456810 20 

発火おくれ時間

40 60 100 

[sec] 

グリセリンの発火温度
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アリルアルコール〔CH2:CHC恥OH〕

試料：米山薬品，試薬 1級
測定条件：大気圧の空気中
測定データ：最低発火温度 (370°C,0.15ml, 16sec) 

瞬間発火湿度 (515°C)

その他のデークは図 165に示す。

-4) 従来の発火点デーク： 375℃ 3>, 378°C4) 
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図 165アリルアルコールの発火温度

プロパルギルアルコール〔CH:CC出OH〕

試料：和光純薬，試薬

測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (370°C,0.2ml, 18sec) 

瞬間発火温度 (500°C)

その他のデークは図 166に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 166 プロパルギルアルコールの発火温度
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オレイルアルコール〔C9H18:C9H170H〕

試料：和光純薬，試薬

測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (250°C,0. 2ml, 110sec) 

瞬間発火温度 (345℃)

その他のデータしま図 167に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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アクリル酸〔CH2:CHCOOH〕

試料：東亜合成， 98.3%,重合防止剤を含む。

測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火湿度 (395°C,0.175ml, 36sec) 

瞬間発火湿度 (545°C)

その他のデークは図 168に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし

[
t
1
x
.
]
 

＇
し
ー

5
 

3
 

。
3
 

ー

ー―― ゜゚
5
 

[
3。
]

x
w
u
x
 

/

x

l

-

令

m

一
度

5

一温

0
1
x
 

｀
 

o

o

.

x

x

x

7

 

0

0

8

0

0

8

}

“

4

3

火

。翌
x

0

f

．紐

料

J

面

尽

[m-

ヽ
o
x
 

叶
祉
尋
8

0

9

．入

i

．
 

1

0

 

4

4

3

3

~

 

.

‘

-

度一

[a]
述

漣

＼

、

一

‘

.

-

`•ヽ

・

＿

温一火

一

・

‘

・

＿‘

`

-

発

―

‘

.

-

間

―

.

‘

.

-

、

入

[

9
・

ー

下

。
-5 

•
P
'
が2

 

。
•I 

2
-．
 

!
 

1

-

1

 

゜

L
 

゜

゜

4
 

5
 

5
 

｛。発火
・不発火

0.1 0.15 0.2 0.25 0.3 
試料限 [ml] 

2 3 4 5 6 810 20 3.040 60 HOO 

発火おくれ時間 [sec] 
80 

図 168 アクリル酸の発火温度



- 20 - 産業安全研究所技術資料

3 -164 
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メタクリル酸〔CH2:C(CH3)COOH〕

試料：東京化成，試薬 EP
測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火温度 (385℃, 0.15ml, 6sec) 

瞬間発火温度 (565°C)

その他のデークは図 169に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし

似

ililll
1

5

C

m

m

l

-

5
 

u
 

ー

益

l

-〇
―

面

じ

料

砿

05
試

巌

及

料式

1
0
0
0
9
0
8
0
7
0
0
 

f
u
 

4

4

3

3

3

 

変

ー

、

発

些

[
3。

]

送

漣

ー

．

｀

亀

l

火―

r.,．
．
ヽ
・
・
一
低

発

一

・

ヽ

・

，

．

芦

収

＼
し

[
7
x
。]
C

O

I

X

L

[

I

-

ー・`ヽ

_

＿

＿

＿

-

卿―

.• 

r.‘ 
.à 
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図 169 メタクリル酸の発火温度

3. 165 クロトン酸〔C出CH:CHCOOH〕

1) 試料：和光純薬，和光特級

2) 測定条件：大気圧の空気中

試料ほ粉末として使用した。

3) 測定データ：最低発火湿度 (390°C, 約 0.2g, 155sec) 

瞬間発火温度 (575°C)

その他のデークは図 170に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし

RIIS-TN-75-7 

オレイン酸〔C9H18:C8H15COOH〕

試料：米山薬品，試薬 EP
測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火湿度 (250℃, 0. 2ml, 65sec) 

瞬間発火混度 (325°C)

その他のデークしま図 171に示す。
4) 従来の発火点デーク： 360°C3l, 363℃ 4) 
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試料しま粉末として使用した。
3) 測定デーク：最低発火温度 (415°C,約 0.05 g, 120 sec) 

瞬間発火温度 (540?C)

その他のデークは図 172に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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3・168 アクリル酸メチル〔CH2:CHCOOC恥〕

1) 試料：東亜合成， 99.0%,重合防止剤を含む。

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定デーク：最低発火温度 (425°C,0.15ml, 22sec) 
瞬間発火温度 (625°C)

その他のデークは図 173に示す。

4) 従来の発火点データ：なし

650_ 
.10卜瞬間発火温嬰__450 

.' 
CJ 440 
I!_, 

迅
430 

火

火発
発
不

o

.

 

,~' 

6
x
x
 

/:^
X
 

/
 

0
0
x
 

0

0

8

 
o
o

。ぷ一
0
&
:
 

ヽ
,
S
x
 

＼
 

oxス
X

1.20·~ 丑 420
万 550''"'""

:」:r~\41:.05 ,;~;IB[ml] 

’• • 試科砒 0.15ml V 
45Df1=~---—~---

こ
1.35卜>

410・1.45 最低発火温度

1 2 3 4 56 810 20 3040 60 l]OO 

発火おくれ時間 [sec] 
80 

図 173アクリル酸メチルの発火温度

3・169 アクリル酸エチル〔C恥：CHCOOC2比〕

1) 試料：東亜合成， 99.0%,重合防止剤を含む。

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定デーク：最低発火温度 (380°C,0.15ml, 9sec) 
瞬間発火温度 (575°C)

その他のデークは図 174に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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3,170 アクリル酸 nープチル〔CH2:CHCOOC4出〕

1) 試料：東亜合成， 98.8%,重合防止剤を含む。

和光純薬，和光特級

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定デーク：最低発火温度 (275℃, 0.1ml, 50sec) 
瞬間発火温度 c445°c) 

その他のデークは図 175に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし

□

ロ
3 -171 アクリル酸イソプチル

〔CH2:CHCOOCH2CH (CH3) 2〕

1) 試料：東亜合成， 98.8%,重合防止剤を含む。

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定デーク：最低発火温度 (355°C,0. 125ml, 7 sec) 
瞬間発火温度 (550℃)

その他のデータは図 176に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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図 176 アクリル酸イソプチルの発火温度

図 174 アクリル酸ニチルの発火温度
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3 -172 アクリル酸 2ーエチルヘキシル

〔CH2:CHCOOCH2CH (C2H5) C4H9〕

1) 試料：東亜合成， 98.8%,重合防止剤を含む。

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定データ：最低発火湿度 (245°C,0.1ml, 140sec) 

瞬間発火温度 (340℃)

その他のデークは図 177に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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3,174 メタクリル酸エチル

〔CH2:C (CH3) COOC2Hs} 

1) 試料：和光純薬，和光特級

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定デーク：最低発火温度 (410°C,0.15ml, 10sec) 

瞬問発火温度 (575℃)

その他のデークは図 179に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 177 アクリル酸2ーニチルヘキシルの発火温度

3,173 メタクリル酸メチル

〔CH2:C(CH3)COOCH3〕

1) 試料：和光純薬，和光特級

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定デーク：最低発火温度 (440°C,0. 125 ml, 13 sec) 

瞬問発火温度 (610℃)

その他のデークは図 178に示す。

4) 従来の発火点データ： 430°C3l 
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図 178 メタクリル酸メチルの発火温度
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図 179 メタクリル酸エチルの発火温度

3• 175 クロトン酸メチル〔C出CH:CHCOOCH3〕

1) 試料：東京化成，試薬 GR

2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定デーク：最低発火温度 (315℃, 0.125ml, 110sec) 
瞬間発火湿度 (625℃)

その他のデータは図 180に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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クロトン酸エチル〔C恥CH:CHCOOC2恥〕

試料：東京化成，試薬 GR
測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火湿度 (305°C,0.1ml, 70sec) 
瞬間発火温度 (505℃)

その他のデークは図 181に示す。

4) 従来の発火点データ：なし
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図 181 クロトン酸エチルの発火温度

クロトン酸 nーブチル

〔C恥CH:CHCOOC4恥〕

試料：東京化成，試薬 EP
測定条件：大気圧の空気中

測定データ：最低発火温度 (270°C,0.1ml, 100sec) 
瞬間発火湿度 (420°C)

その他のデータしま図 182に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし

酢酸ビニル〔CH3COOCH:CH五

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火温度 (410℃, 0.125ml, 8sec) 

瞬間発火温度 (605℃)
その他のデークしま図 183に示す。

4) 従来の発火点デーク： 425℃ 3>, 425°C4> 
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酢酸ビニルの発火温度

酢酸アリル〔C恥COOC恥CH:CH2J

試料：和光純薬，和光特級

測定条件：大気圧の空気中

測定デーク：最低発火温度 (375℃, 0.15ml, 8sec)、
瞬間発火温度 (535℃)

その他のデークしま図 184に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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3°180 n—酪酸アリル [Cs比COOC恥CH:CH2〕

1) 試料：和光純薬，和光特級

2) 和定条件：大気圧の空気中
3) 測定デーク：最低発火温度 (370℃, 0.175ml, 4sec) 

瞬間発火湿度 (545°C)

その他のデークは図 185に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 185 n—酪酸アリルの発火温度

3• 181 n—ペンタン〔CH3(C恥）aCHa〕

1) 試料：和光純薬，和光特級 (>99%)

2) 測定条件：大気圧の空気中
3) 測定デーク：最低発火温度 (265°C,0. 15ml, 53sec) 

瞬間発火温度 (410℃)

その他のデータは図 186に示す。

発火おくれ時間の短縮につれて，試料量を次第に少なくし

ないと，発火しなくなる傾向がある。
4) 従来の発火点デーク： 285°C3l'309°C4l 
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図 186 かペソタンの発火温度

3°182 1—ペンテン〔CH2:CH(CH山CH3〕

1) 試料：東京化成，試薬 GR(>99%) 
2) 測定条件：大気圧の空気中
3) 測定デーク：最低発火温度 (280°C,O. 2ml, 34sec) 

瞬間発火温度 (450℃)

その他のデークは図18Hこ示す。
4) 従来の発火点デーク： 290℃ ai, 273oc4i 
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図 187 1—ペンテンの発火濫度

3,183 n—ヘキサン〔CH孔CH山CH3J

1) 試料：この物質は試薬の品位によって，発火湿度にかな

りの差を生ずることが予備実験で知られたので，特級と 1級
の両試薬を使用した。
特級試薬：和光純薬，試薬特級；東京化成，試薬 GR(>97%) 
1級試薬：和光純薬，試薬 1級；米山薬品，試薬 1級
2) 測定条件：大気圧の空気中
3) 測定デーク：特級試薬の測定結果を図 188に示す。両メ

ーカーの試薬間に差はほとんどなかった。
｛最低発火湿度 (240°C,0.175ml, 90sec) 
瞬間発火湿度 (365℃)

巳：：：］、口‘/:・:/／／；：5

------------------------------- --------
最低発火温度

一ー1 I 111.u.l.. I I 
2 3 4 5 6 8 10 20 40 60 100 200 300 
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図 188 n-ヘキサソ（特級試薬）の発火温度
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つぎに， 1級試薬の測定結果を図 189に示す。 ここでも両

メーカーの試薬間に差はほとんどなかった。

｛最低発火温度 (250°C,0. 225ml, 180sec) 
瞬間発火温度 (385℃)

なお， いずれの試料でも発火おくれ時間の短縮につれて，

試料量を次第に少なくしないと，発火しなくなる傾向がある。
4) 従来の発火点デーク： 240℃ 3', 234℃ 4) 

異性体混合物約 260℃3) 

: 250 [: l/：A1：:：A /-

1 2 3 4 56 810 20 40 60 100 200 400 

発火おくれ時間 [sec] 

図 189 n—ヘキサン (1 級試薬）の発火温度

3-184 1—ヘキセン [CH2:CH(CHふCH心

1) 試料：東京化成，試薬 GR(>99%) 
2) 測定条件：大気圧の空気中
3) 測定デーク：最低発火湿度 (260°C,0.2ml, 90sec) 

瞬間発火温度 (400℃)
その他のデータは図 190に示す。
4) 従来の発火点デーク： 265℃ 3) 
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図 190 1—ヘキセンの発火温度

3• 185 nーオクタン〔C恥(CH山CH3J

1) 試料：東京化成，試薬 SG(>99%) 

2) 測定条件：大気圧の空気中
3) 測定デーク：最低発火湿度 (220℃, 0. 15ml, 85sec) 

瞬間発火湿度 (330°C)
その他のデークは図 191に示す。

発火おくれ時間の短縮につれて，試料盤を次第に少なくし

ないと，発火しなくなる傾向がある。
4) 従来の発火点デーク： 210°C3l, 220℃ 4) 
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図 191 n—オクタンの発火温度

3,186 1ーオクテン〔C恥：CH(CH山CH3J

1) 試料：東京化成，試薬 EP(98%) 
2) 測定条件：大気圧の空気中
3) 洞定デーク：最低発火温度 (245°C,0. 2ml, 100sec) 

瞬問発火温度 (360℃)
その他のデークは図 192に示す。
発火おくれ時間の短縮につれて，試料量を次第に少なくし

ないと，発火しなくなる傾向がある。
4) 従来の発火点データ： 250℃ 3) 
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図 192 l—オクテンの発火温度
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n—ヘキサテカン〔C恥(CHふ4C恥〕

試料：東京化成，試薬 GR(>99%) 
測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (210°C,0. 2ml, 135sec) 

瞬間発火温度 (300°C)
その他のデークは図 193に示す。
4) 従来の発火点デーク： 205°C3', 205℃ 4) 
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2,4ーキシリジン〔c6恥(CH山(N恥）〕

試料：日本瓦斯化学， 99.0%
測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (500℃, 0. 05ml, 9sec) 

瞬問発火湿度 (595°C)
その他のデークしま図 195に示す。

試料嬌 0.075ml以上の発火限界温度付近では，発火しても

発音しない。また， フラスコ内がわずかに赤くなるが，火炎
とは認めにくい場合がある。
4) 従来の発火点デーク：なし
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n—ヘキサデカンの発火温度図 193

1—ヘキサテセン〔CH2:CH (CH2) 13CH3] 

試料：東京化成，試薬 EP(96.1%) 
測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (230°C,0. 2ml, 120sec) 

瞬間発火置度 (320°C)
その他のデークは図194に示す。
4) 従来の発火点デーク： 240℃ 3) 
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メシジン [Ca均(CH8)3(N恥）〕

試料：日本瓦斯化学， 99.0%
測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (480℃, 0. 075ml, 9sec) 

瞬間発火温度 (580℃)

その他のデークは図196に示す。

試料量 0.075ml以上の発火限界温度付近では，発火しても

発音しない。
4) 従来の発火点デーク：なし
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3 -191 mーキシレンジアミン (Cs出(CH枢恥）五

1) 試料：日本瓦斯化学， 99.5%

2) 測定条件：大気圧の空気中

空気中で白色固体を生じて（炭酸ガスとの塩であろう）注射

針が閉塞するので，針は使用せず。

3) 測定デーク：最低発火温度 (400℃, 0.15ml, 8sec) 
瞬間発火温度 (490°C)

その他のデータしま図 197に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 197 加ーキシレンジアミンの発火温度

3・192 4—ニトロ -m-キシレン

〔Ce出(CH山 (N02)〕

1) 試料：日本瓦斯化学， 99.0%
2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定デーク：最低発火温度 (415℃, 0.15ml, 13sec) 
瞬間発火橿度 (500℃)

その他のデータは図 198に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 198 4ーニ．トローmーキシレンの発火温度

3°193 ニトロメシチレン〔c6出(CH3)3(NO砂〕

1) 試料：日本瓦斯化学， 99.9%
2) 測定条件：大気圧の空気中

試料しま粉末として使用した。

3) 測定デーク：最低発火湿度 (400°C,約 0.2g, 14sec) 
瞬間発火湿度 (480°C)

その他のデークは図 199に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 199 ニトロメシチレンの発火温度

3,194 1, 3—ビス（アミノメチル）シクロヘキサン
〔叫(CHふCH(CH2NH2)叫 CH(CH枢恥）〕

1) 試料：日本瓦斯化学， 99.8%

2) 測定条件：大気圧の空気中

試料は粘欄のため 50℃ 付近に加湿して使用した。

3) 測定デーク：最低発火湿度 (305°C,0.125ml, 23sec) 
瞬間発火湿度 (475℃)

その他のデークは図 200に示す。

4) 従来の発火点デーク：なし
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図 200 J, 3ービス（アミノメチル）シクロヘキサンの発火温度
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ジフェニル〔Ca恥Ca比〕

1) 試料：和光純薬，試薬
2) 測定条件：大気圧の空気中
試料しま粉末として使用した。
3) 測定デーク：最低発火湿度 (550°C,約 0.125g,48sec) 

瞬間発火温度 (705°C)
その他のデータは図 201に示す。
4) 従来の発火点デーク： 570°C3''540°C4l 
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ジフェニルの発火温度

3・196 ピシクロヘキシル〔C6H11C6H叫
1) 試料：東京化成，試薬 EP(>99%) 
2) 測定条件：大気圧の空気中
3) 測定デーク：最低発火温度 (240°C,0.2ml, 100sec) 

瞬間発火湿度 cs20°c)
その他のデークは図 202に示す。

図に見られるように， この物質は試料量の少ない方がかな
り低い湿度で瞬間発火湿度に到達するが， このような顕著な
例は珍しい。
4) 従来の発火点デーク： 244°C4l 
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ビシクロヘキシルの発火温度図202

ナ7タリン〔C10比〕

1) 試料：米山薬品，試薬 1級
2) 測定条件：大気圧の空気中
試料は粉末として使用した。
3) 測定デーク：最低発火温度 (525°C,約 0.125 g, 54 sec) 

瞬間発火温度 (695°C)
その他のデークは図 203に示す。
試料量 0.1~0.15gでは 520~570°Cの温度範囲内で火炎が

発生しても発音しない。
4) 従来の発火点デーク： 540°C3''526°C4' 
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図203 ナフタリンの発火温度

テトラリン〔C10H叫

試料：東京化成，試薬 EP(>97%) 
米山薬品，試薬 EP

測定条件：大気圧の空気中
測定デーク：最低発火温度 (390℃, 0.125ml, 10sec) 

瞬間発火温度 (530℃)

その他のデータは図204に示す。

両メーカーの試料間には多少の差がある。
4) 従来の発火点デーク： 425℃ 3), 384°0) 
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3• 199 cisーデカリン〔C10H1s〕

1) 試料：東京化成，試薬 GR
2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定デーク：最低発火湿度 (240°C,0.15ml, 170sec) 
瞬間発火湿度 (355°C)

その他のデークは図 205に示す。

発火おくれ時間の短縮につれて，試料量を次第に少なくし

ないと，発火しにくくなる傾向がある。
4) 従来の発火点デーク： 260℃ 3) 
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図 205 cisーデカリンの発火温度

3• 200 transーテカリン〔C10H1s〕

1) 試料：東京化成，試薬 GR(>98%) 
2) 測定条件：大気圧の空気中

3) 測定デーク：最低発火温度 (240°C,0. 2ml, 260sec) 
瞬間発火温度 (370°C)

その他のデークは図 206に示す。
4) 従来の発火点デーク： 255°C3> 

なお， cis型と trans型異性体の混合物である通常のデカリ

ソの発火温度も測定したが， cis,trans阿者の中間に位置し

ている。
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付記

本報告とほぼ同じ内容のものを安全工学， 11,93 

(1972)~14, 355 (1975)に連載発表したが， 安全工

学協会のご好意により，その図面を複写して本稿に利

用させていただいた。

（昭和 50年11月29日受理）
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